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  令和８（２０２６）年 ６月３０日   第４号 

 ＜学校教育目標＞ 

愛：豊かな心をもち、人とのつながりを大切にする生徒 

健：心身ともにすこやかで、逞しく生きる生徒 

創：知性をみがき、自らを活かそうとする生徒 

重点教育目標  『 見通しをもち主体的に行動できる生徒の育成 』 
                 知内町立知内中学校 知内町字重内22-1 ℡5-5024 

教諭 太田 賢紀 

教諭 栃内 翔 

３＋４＝８ ←「先生、これ答え違います。」確かに数学では、３＋４＝８だったら間違いです。答えは一

つ。しかし、不思議なことに野球には「間違いなのに正解」ということがあります。 

 例えば、「送りバント」野球を知らない人が見たら「え？わざとアウトになったの？」と思うかもしれませ

ん。数学では減点です。でも野球では大正解。自分がアウトになる代わりに、仲間を次の塁へ進めるからで

す。野球には、このような「自分のためではなく、誰かのためのプレー」がたくさんあります。 

①ベンチから全力で声を出す人 ②ファウルボールを追いかける人 

③グラウンドを整備する人   ④試合に出られなくても仲間を励ます人 

どれも記録には残りません。ヒットもホームランもつきません。しかし、チームにとっては欠かせない大

切な仕事です。 

 数学では答えを求めるために「＋」を使います。では、人として成長するために必要な「＋」は何でしょ

う。私は、「感謝」だと思います。家族への感謝、友人への感謝、先生への感謝。そして、いつも見えないと

ころで支えてくれている人たちへの感謝。 

 中体連の会場では、多くの先生方や審判、大会役員の方々が皆さんのために動いてくれています。朝早く

から準備し、暑い中でも試合運営を続けています。皆さんが当たり前にクラブ活動や部活動をできるのは、

多くの人の「見えない努力」があるからです。勝敗以上に大切なことは「支えてくれる人への感謝を忘れな

いこと」です。そんな人の姿はたとえヒットを打てなくても、優勝できなくても、人の心に残ります。そし

て、人の心に残る生き方こそ本当の勝利なのではないでしょうか…。 

４月に知内中学校に来て、廊下で目に飛び込んできたポスター。          

『ただ今 実行中 日本一 丁寧な あいさつ』  おぉ！攻めとる・・・。       

もうすぐ3か月が経とうとしていますが、毎朝そして日常でその挨拶にふれては、そのたびにさわやかな

気持ちにさせてもらっています。 

感心するのは、知内中学校の生徒のあいさつがとても自然体に感じることです。それでいて声量もしっか

り。これは生徒主体の活動で、生活委員の挨拶運動やリーダーズ会議の成果もあってのことに他ならないと

思うのですが、あたりまえのことがあたりまえにできている。これって素晴らしいですよね。 

今まで勤務した学校も、どこでも生徒会や委員会主導であいさつは重点項目になっていました。しかし、

今ひとつ活発でない場合、ときには教員がダメ出しをしたり、躍起になって活発化させようとしたりしたこ

ともあったように思います。どこも思い出深く、陰で悪く言うつもりはないのですが、知内中学校の挨拶の

質は別格に思います。これまで、『あいさつはイロハのイだよ』とか、『あいさつもできなくて、世に出てか

ら…』などと生徒に言ってきたことをすーっと忘れさせてくれるような心地よさを感じ、毎日過ごしていま

す。 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

体育祭を終えたばかりの知内中ではありますが、

学校祭に向けた取り組みもスタートしています。 

 学校祭は１０月１日（木）実施予定。なぜ、こん

なに早くから準備をするのか？ 

 それは、準備過程にこそ、「学び」があるからなの

です。みんなで企画を考える。みんなで少しずつ準

備を進めていく。この「みんなで」という言葉が協

働的な学習の場を作り上げます。 

 様々な人たちと協力することで、その人の個性が

表れてきます。人それぞれの個性を尊重しながら、

「みんなで」を意識して、１つ１つの物事を進めて

いくこと。ここに「学び」があるのです！ 

 学校祭は当日の一発勝負の場ではありません。

日々の努力の積み重ねの成果を発表する場です。だ

からこそ、日常の１つ１つの取り組みを大切にして

ください。それが、「みんな」の成長にも必ずつなが

ります。知内中「みんなで」がんばりましょう！ 

７月の主な行事予定 

２（木）全学年希望制懇談 

    【幼中連携】３年保育実習 

    中体連報告会（渡島・函館） 

３（金）全学年希望制懇談・SC来校 

    ２・３年：性の講話会 

７（火）3年授業参観（５校時） 

見学旅行説明会（6校時） 

1年施設見学（集荷場） 

９（木）３年認知症サポーター講座 

中体連管内大会 

１０（金）ＳＣ来校日・町研 

１４（火）キャリアカウンセラー講演会 

１５（木）１年授業参観   （５校時） 

     １年懇談会    （６校時） 

２年授業参観   （５校時） 

     ２年宿泊研修説明会（６校時） 

２０（月）海の日 

２１（火）薬物乱用防止教室 

２３（木）終業式（４ｈ授業）・町研 

【夏休み期間】 

７月２４日（金）～８月２０日（木） 

○長期休暇は絶好の成長のチャンス！ 

○スイッチタイムで養った力を発揮して、 

計画的に夏休みを過ごそう！ 
 

 ６月２日（火）２年生が職場体験を実施しました。また、６月２３日（火）

は１年生が農業体験を実施しました。このような体験を、中学校ではなぜ実施

するのか。皆さんは考えたことがありますか？ 

 中学校の３年間をもって義務教育は修了します。つまり、中学校を卒業した

後の進路は、君たち一人ひとりが自分自身で選択して決めていかなければなり

ません。ただし、その進路選択は自分だけで選択して良いということでもあり

ません。君たちを支えている保護者の方といっぱい相談をして、本人・保護者

がそれぞれに納得して、これから歩む道を決めていく必要があります。今、そ

の局面に立って、進路選択をしているのが３年生の皆さんです。 

 将来の選択肢は星の数ほどあります。だからこそ、自分の興味関心に沿いな

がら、将来の職業を考えてみてください。そのために必要な道こそが、それぞ

れの進路となっていくのです。 

【ご協力いただいた農家の皆様・企業の皆様へ】 

 皆様のおかげで、子供たちが自分の将来を考える機会を得ることができまし

た。子供たちにとっては貴重な、かけがえのない体験の場です。今後もご協力

いただければ幸いです。子供たちのために、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

【１年 農業体験】 

【２年 職場体験】 


